
えひめの子どもたちへのメッセージ 

～いじめの「傍観者」にならない、いじめを見逃さない雰囲気づくりを～ 

 

「えひめ愛顔の子ども新聞」掲載記事 

 

 

学校では、コロナ禍における学習や活動の制限が少しずつ緩和され、児童生徒の皆

さんは本来の生活を取り戻しつつあります。友達との関わりが多くなる中、新たなう

れしさや楽しさを感じる一方で、悩みや戸惑いなども生じているのではないでしょう

か。 

愛媛県では、平成25年度から小中学生による「子ども会議」を開催し、その後、高

校生や保護者、地域の方々と共に、いじめ問題の解決に向けた活動に取り組んできま

した。昨年度からは、その活動をより広げ、県内すべての小中学校をオンラインでつ

なぐ「えひめいじめＳＴＯＰ！デイ」を始めました。今年度は、11月17日に開催した

一斉ライブ授業に、約2３,000人が参加し、いじめ問題の解決について考えを深める

ことができました。  

今回のライブ授業では、「傍観者にならないために」をテーマに、演劇による問題

提起やアンケート結果などを通して、自分はどのように行動すべきか、また、どのよ

うな学校をつくっていくべきかが熱心に議論され、児童生徒の皆さんの力強い眼差し

に感銘を受けました。 

「えひめいじめＳＴＯＰ！デイ」は、いじめ問題を解決するためのひとつの通過点

です。今後は、自分を見つめ、議論したことを実際に行動に移すことが大切になりま

す。そして、その時の皆さんの温かい一言やいじめをなくそうという勇気が大きな一

歩につながっていきます。これからも互いを尊重し合う豊かな感性を育み、いじめを

見逃さない雰囲気づくりに取り組んでほしいと願っています。 

保護者や地域の皆様、子どもたちが安全で安心して過ごせるためには、いじめ問題

を地域社会全体で考えていくことが必要です。大人として、子どもたちの思いや願い

を受け止め、人権尊重の姿勢や行動を子どもたちに示すことが大切であると考えます。

今後も子どもたちを見守り、支えていただきますようお願いいたします。 

最後に、「えひめいじめＳＴＯＰ！デイ」の開催にあたり、ご理解とご協力をいた

だいた皆様に、心より感謝申し上げます。 


